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制振材を任意の形態で積層した構造物のﾓｰﾄﾞ減衰、減衰応答をＦＥＭと漸近法とを組み合わせて高速に計算する手法を提案し
た。計算法をフレームと接合したパネル構造に応用し、実験結果と比較を行いその妥当性を明らかにした。
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非拘束型制振材を積層したビードパネルの減衰特性の有限要素解析（第一報 減衰特性の実験結果と数値計算結果の比較）
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